
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社レンズ設計支援 
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企 業 理 念・経 営 理 念 

お客様大事の心を忘れず、関係先との共存共栄に徹して、日本が誇るレンズ光学技術の進展と光学

設計者の育成に寄与します。 

光学設計は、｢光学ソフトの使い方を覚えさえすればできる」訳ではありません。 

また、「高価な光学ソフトを使わなければ設計できない」訳でもありません。レンズの加工や測定

や調整などと同様、経験がものを言う職人技です。この設計手順や手法を標準化して、若い技術者

に伝えて行く事が弊社の役割使命と考えております。 

事 業 内 容 

(1) 光学設計受託 

(2) 光学設計者育成セミナー 

(3) 光学技術コンサルタント 

(4) 光学設計支援プログラムの開発及び販売 

(5) レンズ開発技術者の通信教育 

 

会 社 概 要 

会 社 名 株式会社レンズ設計支援 

所 在 地 〒533-0033 

 大阪市東淀川区東中島 2-8-8 

 ワークステーション新大阪 1102号室 

設 立 平成 21年 10月 

代 表 者 代表取締役 川本 忠夫 

資 本 金 300万円 

T E L 06-6990-7680 

F A X 06-6990-7681 

U R L http://www.lenses-ds.co.jp/ 

 

ＪＲ新大阪駅東口より徒歩 15分 

地下鉄御堂筋線 西中島南方駅より徒歩 8分 
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事 業 領 域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業 務 内 容 

 光学設計／シミュレーション受託サービス 

 お客様のご仕様に基づく光学設計／ 

シミュレーションを通じて、お客様のレンズ開発・製造をサポート 

 光学設計支援プログラム開発／販売 

 光学技術のコンサルタント／ 

レンズ設計セミナー 

 光学設計者の個人指導／ 

レンズ開発技術者の通信教育 
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ビデオカメラ用レンズ設計 

デジタルカメラ用レンズ設計 監視カメラ用レンズ設計 

ＦＡ用／医療用レンズ設計 

車載カメラ用レンズ設計 

書画カメラ／各種ＯＡ機器用レンズ設計 

プロジェクター用投射レンズ設計 

スマートフォン・携帯電話用カメラレンズ設計 
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光 学 設 計 
シミュレーション 

プログラム 
開発／販売 

レンズ開発技術者 
個人指導 
通信教育 

コンサルタント 
レンズ設計セミナー 



 

弊社のレンズに関する取り組み 

 

 将来の市場動向や特許調査を行い、差別化したレンズ光学系をご提案し、性能、サイズ、価格、 

生産性とバランスの取れたレンズ設計を供給致します。 

 

 ３０年以上培ってきた経験を活かし、レンズ開発から生産までに起こる問題点の解決に寄与し 

サポート致します。 

 レンズ光学設計者の育成支援として、レンズ光学系に即した実践的な光学設計セミナーの実施と、 

光学設計者の個人指導を行います。 

 

 「OptiMath」(Mathcad add-on program)を開発、販売します。 

 市販ソフトでは煩わしい計算：ズーム・フォーカス移動、偏芯感度、3次収差感度、非球面測定 

評価等をサポート致します。 ※：PTC Mathcadは、米国 Prametric technology(PTC)登録商標です 

レンズ設計支援プログラム「OptiMath」の特徴 

 光学の計算式をそのままプログラミングするので、理論式が明確にわかり、光学設計の学習ツー

ルとして最適です。 

 このプログラムで解析したレンズ評価データは、幅広い多様な光学系の設計技術のノウハウとし

て残し、伝えていくことができます。 

《「OptiMath」の計算一覧表》 

【 結 像 系  】 【 測 定 評 価 】 

1. ズーム／フォーカス移動 

2. 偏芯近軸感度 

3. 薄肉単レンズの 3次収差係数 

4. スキュー光線追跡 

5. 光線収差／波面収差 

6. 強度分布／OTF 

7. 光線収差最適化 

1. 球面評価 

2. 非球面評価 

3. 回折素子評価 

4. ガウシャンビーム評価 

【 照 明 系  】 【 アフォーカル系 】 

1. 近軸解析 

2. 光度密度追跡 

3. 光度／照度分布 

4. 照度分布最適化 

1. 倍率／視度 

2. 角収差 

3. 角収差最適化 

 

《 レンズの光学設計受託 》 

《 光学技術コンサルタント／光学設計者の育成支援 》 

《 レンズ設計支援プログラム開発／販売 》 
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(4)18次べき関数による Fitting 

データ領域 1 dw :=dsag1 

a0
0+a1

2+a2
4+a3

6+a4
8+a5

10+a6
12+a7

14+a8
16+a9

18 

h0 

h2 

h4 

h6 

F(h,a) := h8 

h10 

h12 

h14 

h16 

h18 
 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 AC :=genfit(r1,dw,AC0,F) 

0.0 

0.0 2.60685042×10－4 

0.0 －2.00764892×10－6 

0.0 －1.26087258×10－5 

 3.09365211×10－6
 

AC＝ －3.95714140×10－７ 

 2.81759141×10－8
  

 －1.13776784×10－9 δE1(r1) :=F(r1,AC)0 

 2.53063883×10－11
 

 －2.77105684×10－13
 

 1.05672926×10－15 

AC0 := 

有効半径： RH :=5.75 Y座標： y1 :=－1.0・10－4 y2 :=1.0・10－4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計の基準曲率半径： R0＝10.213960 

 

ベストフィットした基準曲率半径： fitR＝10.209870 

 

0 1.438 2.875 4.313 5.75
1- 10

4-


6.666667- 10
5-



3.333333- 10
5-



0

3.333333 10
5-



6.666667 10
5-



1 10
4-



関数F'(ﾆｭｰﾄﾝ成分除去関数 )表示

半径方向

形
状
誤
差

z1 fitsag r1( )+ δF 0( )-

z2 fitsag r2( )+ δF 0( )-

z3 fitsag r3( )+ δF 0( )-

z4 fitsag r4( )+ δF 0( )-

δF ra( ) δF 0( )-

r1 r2, r3, r4, ra, 

《ドキュメント作成例》 

【 測定評価 】非球面評価 

非球面測定データの処理と評価Ⅰ 



光 学 設 計 受 託 

《 御依頼から納品までの流れ 》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

光学コンサルティング 

 光学技術者のための「レンズ設計の基礎～実際」セミナー教育 

 レンズ光学設計手法と環境のご提案 

 企画開発で起こる課題についてのご相談とアドバイス 

 性能評価や製品検査で必要な測定機のご提案  

 新規研究開発のための解析シミュレーションソフトのご提案 

コンサルティングの問合せから契約まで 

 

 

 

 

 

 

 

  

Focus/Zoomデータ 偏芯感度 

評価シミュレーション 

2003/11/18 □ Zoom間隔(物体距離INF)

Lens 面番号 曲率半径 面間隔 屈折率 Abbe数 材質名 有効半径 反射防止膜 Wide端 Normal Tele端

番号 (mm) (mm) (ｎd) (ν d) (mmR) 中心波長(nm) 焦点距離 2.480 8.995 23.568

1 19.076 0.52 1.84666 23.8 FDS90 6.05 480 F number 1.877 2.065 2.424
2 9.32 2.76 1.60311 60.7 BACD14 5.52 無(接合面) 可変(5) 0.51148 4.92568 7.02148
3 -250.49 0.12 1.0 5.275 520 可変(10) 7.07943 2.66523 0.56943
4 9.795 1.82 1.77250 49.6 TAF1 4.675 520 可変(15) 2.67047 1.58271 3.83154
5 44.039 可変(5) 1.0 4.275 520 可変(17) 2.0000 3.08776 0.83893

6 -65.126 0.42 1.88300 40.8 TAFD30 2.475 520 * Best Focus 位置調整未
7 3.095 1.205 1.0 1.85 520 * Normal;第2群(G4～G6)等倍位置
8 -6.343 0.42 1.71300 53.9 LAC8 1.825 520
9 3.0 1.40 1.84666 23.8 FDS90 1.775 無(接合面) □ 最小 Back Focus (Tele端/INF)
10 -268.73 可変(10) 1.0 1.725 480 　　　　　 BF= 3.4566mm (in Air)

絞り 11 INF 0.80 1.0 1.850
12 非球面 2.20 1.58644 61.0 L-BAL35 2.08 520 □ 光学全長 (第1面～像面)
13 非球面 0.15 1.0 1.90 520 　　　　 OVL= 29.2642mm (in Air)
14 14.179 0.42 1.84666 23.8 FDS90 1.78 480
15 3.080 可変(15) 1.0 1.625 480 □ 各群の焦点距離(ｆ)､前側主点(H)､後側主点(H')
16 非球面 2.15 1.48453 70.1 S-FSL5 2.05 520     第1群(G1～G3)
17 -7.58446 可変(17) 1.0 2.10 520          　f1 = 12.33770
18 INF 2.13 1.51680 64.2 BSC7 3.0          　H1= 1.40011        　 H1'= -1.79640
19 INF B.F. 1.0 3.0     第2群(G4～G6)

         　f2 = -2.61945
□ 非球面式; □ G4/R2&G5/R1は、内径φ 4.240mm          　H2= 0.37672         　H2'= -2.01423

    で突き合わせ     第3群(絞り～G8)
         　f3 = 10.35199

面番号          　H3= -2.09641         　H3'= -3.59652

C     第4群(G9)
K          　f4 = 5.70353

A4          　H4= 0.52770         　H4'= -1.01442

A6

A8

A10

A12

G1/G2

G3

G4

G5/G6

12 16
1/3.25739 1/3.94543

G7

G8

G9

水晶等

0.0019483

-0.5734477E-03

0.7117370E-04

-0.8313084E-04

13

-0.4242312E-05

0.6387926E-06

ＳＳＣＬ Lens Data

-1.9287101

0.5064152E-03

-0.8494876E-04

0.1222348E-04

0.1369973E-05

-0.6811370E-06

1/-8.26533

0.4224094E-05

0.0

-0.2404198

-0.3623498E-02

-0.1490108E-03

-0.4112876E-04

x=
1+ 1-(1+K)C2h2

Ch2

+

6

i=2

A2ih2i

SSCL 光学仕様

項目 仕様

 焦点距離[公称]  f=2.4mm～24mm

　       [実力]  f=2.480mm～23.568mm

 Zoom比  [公称]  10倍

　 　    [実力]  9.503倍

 Ｆnumber[公称]  F/1.8～2.32

　　　　 [実力]  F/1.877～2.424

4  画面Size  φ1/6" 68万画素 CCD対応(φ2.70) 

5  有効像円  φ2.85mm(f=2.868～3.360最小位置)

6  周辺光量比[%]*  40.5(W)～39.9(N)～35.6(T) φ2.7,開放,INF物点

 射出瞳位置[mm]  -49.81(W)～-19.71(N)～+65.16(T) INF物点

 (像面より)  -49.35(W)～-18.96(N)～-2.4E+3(T) 1m物点

8  最至近距離  1m(Lens第1面より)

 最小Back Focus  3.457mm(in Air)

 (T,INF)  4.183mm(2.13mmBK7含)

 ＴＶ表示歪曲度  -2.75%(W,INF)～1.30%(T,INF)

  (φ 2.70)  -2.79%(W,1m)～1.06%(T,1m)

11  Lens構成  7群9枚(非球面3面2枚)

12  前玉有効径  φ12.10mm

13  絞り開放径  φ3.70mm

14  後玉有効径  φ4.20mm

 光学全長  29.264mm(in Air)

 (第1面～像面)  29.990mm(2.13mmBK7含)

 第2群 0mm(W)～6.510mm(T)

 第4群 -1.170mm(N,1m)～1.161mm(T,INF)

 軸上 180本/mm(W～T) 40%以上

 周辺** 150本/mm(W～N)､125本/mm(T) 30%以上

*歪曲収差考慮なし
**対角の5割～7.5割領域

1

3

2

 ＭＴＦ特性

 最大移動幅

9

7

17

16

15

10

仕様書 

レンズデータ 

レンズ玉図面 偏芯感度 
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お電話または 

メールでのお問合せ 

御依頼 仕様提案 概略設計 仕様決定 
お見積 

納品 

詳細設計 

機構設計 
※(有)オプトコア 
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ご要望のお伺い 

事前お打合わせ 

期間(短期～長期)と 

お見積の提案 

提案内容･お見積もりを 

ご承認後、契約 

Focus/Zoomデータ 

評価シミュレーション 



レンズ光学設計者向けセミナー 

 レンズ光学設計者の育成支援 

 レンズ光学系に即した実践的な光学セミナーの実施 

●講義内容 

1. 光学設計で必要な基礎知識 

2. レンズの設計工法と検査 

3. 光学設計方法 

4. レンズ開発での評価 

5. プラスチックレンズを取り入れた光学設計 

6. ズームレンズの光学設計、光ピックアップ、照射用レンズ 

光学設計者の個人指導 

光学設計者を対象に最適な設計手法の個人指導を致します。期間を定めて光学設計者の教育を行います。ご

要望のテーマに応じて丁寧にお教え致します。実例を交えてより具体的に進めていきます。 

●実施例 

1. ハンドリングによる収差補正 球面収差・コマ収差・非点収差・像面湾曲・軸上色収差・倍率色収差 

2. 光学ソフトを使って最適化 目標値とウェイトの設定 

レンズ開発技術者の通信教育 

 レンズについて必要な基礎知識、レンズを設計する一般的なプロセスを含めて実務で活かせるようにテキス

ト、添削問題を各自学習して頂きます。添削指導、質問指導など全ての指導を継続して学習できるように、随

時サポートします。 

通信教育講座のお申込みから修了までの流れ 
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代 表 者 経 歴 

代表者 ： 川本 忠夫 

《 職 務 経 歴  》 

① 株式会社タムロン 

1978年 4月～1986年 6月 

光学開発部在籍 職位：主任 

② 松下電器産業株式会社（現：パナソニック株式会社） 

1986年 7月～2003年 3月 

ビデオ～ムービー～ＡＶＣ事業部在籍 職位：技師 

③ 株式会社サムスン横浜研究所（現：株式会社サムスン日本研究所） 

2003年 4月～2009年 8月 

光学 Team在籍 職位：主席 Team Leader 

④ 2009年 10月独立し、株式会社レンズ設計支援を設立 

 

《 経験した業 務  》 

 ビデオカメラ用ズーム、電子ビューファインダー、コンバージョンレンズ設計開発 

 デジタルカメラ用薄型屈曲ズームレンズ光学設計 

 監視用ズームレンズ設計開発 

 ＣＤ／ＭＤ／ＤＶＤ用対物レンズの光学設計 

 書画カメラ用ズームレンズ光学設計 

 車載用魚眼レンズ設計／試作 

 ＨＤカメラ用手振れ防止ズームレンズ光学設計 

 カムコーダー用世界最小ズームレンズ設計開発 

 非球面レンズ玉外販フォロー（評価用ヌルレンズ設計開発） 

 ３板式ズームレンズ、プリズム設計試作 

 非球面レンズ設計評価用プログラム開発 

 数学ソフトやフォートラン言語によるレンズ設計支援プログラム開発 
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株式会社 レンズ設計支援 

〒533-0033 大阪市東淀川区東中島 2-8-8 

ワークステーション新大阪 1102号室 

TEL 06-6990-7680 FAX 06-6990-7681 

http://www.lenses-ds.co.jp/ 

 

 

  


